
栃木県で一番遠い山の向こう側の山　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　男鹿山塊　　　鹿又岳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　  　　  　棚橋

【日時】　2015年 2月 28日(土)～3月 1日(日)
【メンバー】L棚橋、佐貫、松本

　当初は越後の雪稜を計画していたが、雪崩が心配な天気が予想されるので、諦めて男鹿山

塊に転進することにした。1月に大佐飛山から周遊する予定だった鹿又岳に、横川から訪れる

ことにする。

2月 28日　晴れ

　前夜、湯西川温泉辺りでは雪が降っていたが朝には上がり、良い天気となった。しかしそれな

りの降雪があったらしく国道では除雪車が活動しており、駐車場所に不安を感じながら横川へと

車を走らせる。横川集落に着き、犬の散歩をしているご婦人にこちらの要望について尋ねてみた

が、特に駐車お断りではなさそうである。それならと更に奥に進んだ、少し広くなっている分岐点

に止めることにする。ここなら仮に車が入ってきても、通行に支障をきたすことはないだろう。

　出発時からスノーシューを付け、林道を歩き始める。

旧 JOBSを通過し紅藤沢、大原沢を橋で渡る。そして横

川放牧場Ａ、Ｂ、Ｃ団地入口を「この団地は牛か馬の団

地なのだろうか」などと話しながら次々と通り過ぎる。そ

して尾ヶ倉沢を橋で渡った先で、松本さんが先頭を

切って急な尾根に取り付く。

　尾ヶ倉沢右岸尾根は薮っぽく、なるべく潅木を避け

るようなルートを取りながら鹿又山を目指す。しかし間

もなくそれらはすっかり雪に覆われ、すっきりする。ルー

ファイの楽しみは減ったが、快適に登る楽しみを得る。

その後急な登りを何回か強いられたが頑張って登り、

男鹿岳から南に延びる稜線へと出る。そこには避難小

屋とは違う、工事現場等で使用される移動式のユニッ

トハウスが置かれていた。そこから鹿又岳まではもう一

登り。登り切った所には小さな「モンスター」に同化

した、山名表示板が付けられていた。風も強いので、

その前で写真を撮って早々に瓢箪峠を目指すことにする。　　　　　　　　　

http://www.tomanokaze.dojin.com/

急な尾根に取り付く



　鹿又岳の少し先の下りは少し急な部

分がある上、ウインドクラストしていて嫌ら

しい。しかしピッケルを取り出すとスノー

シューでもバックステップなら不安を感じ

ることはなかったので私はそのまま下りた

が、他の二人は万全を期してアイゼンに

付け替えた。下り切ったところを見届ける

と、アイゼンのままこちらに進んで来るの

で私も先を急ぐことにする。

1時間ほどアップダウンを繰り返すとコ

ルに、またしても半分雪に埋没したユ

ニットハウスが見える。その辺りが瓢箪

峠のようだ。扉は埋まっていたが窓は鍵

も掛けられていなかったので風が強いこともあり安全のため、中にテントを張らせてもらうことに

する。

3月 1日　曇り

夜中になって一段と風が強くなりガサガサと喧しかったが、屋根のトタンが一部剥がれてい

るためのようだった。しかしお陰様で安心して朝を迎えることができた。明るくなっても強風の上

に視界も悪く、男鹿岳までサクっと往復して来ようと思っていたが、どうやらそれは叶いそうもな

い。天気予報も天候の悪化を伝えているので男鹿岳はまたの機会に譲って、できるだけ雨に降

られないうちにさっさと下りることにする。

瓢箪峠からの下降は白滝沢沿いに付けられている、塩那道路を作った時の工事用道路を辿

ることにしていた。GPSとその頃の道が載っている地図を頼りに、先ずは下降を開始するが最初

は雪も深く道などまるで見つからないので、方向を定めて進む。Co1472mの標高点付近を通っ

てヘアピンカーブを進み、白滝沢に近づいてからは道らしきものもかなり顕著となる。朽ちた橋

を渡り、崩れた斜面をトラバースして道らしきものに戻ると、「山菜、わさびを盗ってはいけませ

ん」的な看板がある。わさびとは珍しいなと思いながら歩いていると、沢沿いに山葵田らしきも

のが目についた。

あとはもう雨に降られたくない一心で黙々と歩いていると、なんと途中からスノーシューのト

レースが現れ、思いがけず楽をさせて頂く。旧 JOBSを過ぎると道の雪はかなり解けており、昨日

のラッセルは降雪直後だったためなのかも知れないと思う。そんなこんなで雨が本降りになる

前に駐車地点へと着いた。仮に私一人が男鹿岳を踏みに行っていたら大顰蹙であっただろう。

　天候に恵まれ、一月に訪れた「栃木県で一番遠い山」の「向こう側の山」の山頂を踏むこと
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ができた。また 11年前に大蛇尾川を遡行して以来、塩那道路の存在は知ってはいたが、今

回改めて調べてみると構想から現在に至るまで、実に波乱に満ちた生涯だったようである。

そう思うと自然破壊と一言では片付けられないものを感じ、古道ではないがこのような道路

を辿ることも登山の醍醐味というか楽しみの一部なのかな、ふとそんな風に思った。

【行程】

2/28　横川集落先(7:50)～横川放牧場(8:57)～尾ヶ倉沢橋(9:18)～鹿又岳(14:16)

～瓢箪峠 C1(15:26)

3/1　 C1(7:09)～Co1472(8:23)～横川放牧場(11:24)～横川(12:09)
【地図】日留賀岳、荒海山
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